
 

高田邦道 監修 

（一社）交通工学研究会 交通技術研究小委員会 編著 
 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 交通工学研究会 発行  丸善出版 株式会社 発売 ISBN978-4-905990-68-0 

平成 20年 7 月発行 B5 版・140頁 本体価格 3,500円+税  会員価格 3,000円+税   
 

 ○ 刊行にあたって ○  

道路計画や管理の調査に際して、どのような交通実態調査を行うと良いのか？交通量調査や渋滞調査はどのよ
うに行えばよいのか？など困ったこと、悩んだことはありませんか。何から手を付けるべきか、準備はどのようにする
のか、どのような機器を揃える必要があるのか、とりまとめはどのようにすれば良いのか？など。 
本書は、調査において生じやすいトラブルなど、現場技術者の手引きとして活用できるように具体的に整理した

ものです。これまで個別に存在していた調査マニュアルなどを利用・引用し、それらに新たな実態調査も加え、各種
交通実態調査手法を現場で豊富な経験を積んできたコンサルタント技術者が一冊にとりまとめました。交通計画に
携わる技術者のみならず、調査を発注する機会の多い官公庁の方々、あるいは大学等で交通工学を学んでいる
学生の方々など幅広く活用していただけることを願っております。 

 

 ○特 長 ○  

 下記の目次に示すとおり各種交通実態調査について、計画・準備から計測方法やとりまとめ方法まで、実務に携

わる交通技術者の視点で詳しく記述しています。 

 例えば、交通量調査を行うために必要な調査員の募集方法や効率的な配置方法、自動車類・歩行者類交通量の

調査や機械を使った観測など一つの調査についても幅広く取扱っています。 

 また、付録として画像解析などを用いた計測システムなど新しい計測方法についても紹介しています。 
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